
堺市における
日本語教育事業体制と人材育成

堺市文化観光局国際部国際課

瀬川万有美

1



大阪府堺市

人口：831,726人（2018年5月1日現在）
外国人人口：13,471人（2018年4月末現在）外国人市民比率：1.6％
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多文化共生・日本語教育事業の位置づけ

■多文化共生全体
・地域国際化協会がない
・多文化共生や国際交流の拠点がなかった（～2010年）

■日本語教室
・民間団体による自発的な教室が展開されている
※2018年、15教室が開催（子ども対象2教室、成人対象13教室）

・堺市が主催する日本語教室はなかった（～2013年）

【地域特色】

■2006年 政令指定都市に移行

■2008年 堺市国際化推進プラン策定
2013年 堺市国際化推進プラン（改訂版）策定
2018年 堺市国際化推進プラン（改訂版）追補版策定

【堺市情勢】
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多文化共生・日本語教育事業の位置づけ

４

国際都市にふさわしい都市機能
の整備

【重点的取り組み】
（１）国際交流機能の整備
（２）国際機関・外国公館との

連携強化・誘致促進

国際交流機能の
整備

１
オンリーワンの
特色をいかした
グローバル・

ネットワークの構築

【重点的取り組み】
（１）テーマ別の都市間交流
のしくみづくり

（２）ものづくり産業の集積を
いかした経済交流の展開

（３）国際交易の歴史を
いかした文化交流の展開

２
多文化共生の

まちづくりの推進

【重点的取り組み】
（１）外国人が快適に暮らす

ことのできるまち
づくりの推進

（２）国際的な人材の育成と
国際理解の強化

３
平和貢献と

国際協力の推進

【重点的取り組み】
（１）国際平和への貢献
（２）ＮＰＯ・ＮＧＯなど

と連携した国際協力
の推進

2008年

堺市国際化推進プラン
（抜粋）

外国人が快適に

暮らすことのできる
まちづくりの推進

拡大
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地域日本語教育の体制整備に向けた取組みの経緯

入門レベルの
ための日本語
教室開催

日本語指導

ボランティア研修
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現在の日本語教育事業の体制

地域日本語教室

堺市

財政的支援
人的・質的

支援

ゼロレベルの
底上げ

1団体15万円で
活動費の1/2

以前は、直接教室
に行く手段のみ

人材育成

日本人

外国人入門レベルのための
日本語教室

日本語指導
ボランティア研修

堺市民

堺市事業を通じて
地域日本語教室に
行くルートを構築
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日本語学習支援者の育成Ⅰ

講座名 得てもらいたいこと

1 日本語指導ボランティアって何？
～市内日本語学習支援の状況と日本語指導ボランティアの役割～

日本語指導ボランティアの役割

やさしい日本語2 外国語が話せなくても学習支援ができる？～外国人と話すコツ～

3 知っておくと役に立つ日本語文法の基礎知識①～「動詞」と「形容詞」～
基礎的な文法知識

4 知っておくと役に立つ日本語文法の基礎知識②～初級文型を見てみよう～

5 地域日本語教室での活動方法①～初級テキストを使った活動～
日本語学習支援法
（基礎編）6 地域日本語教室での活動方法②

～コミュニケーション力を伸ばす対話型活動～

- 地域日本語教室見学（3～4週間） 活動のイメージを持つ

7 地域日本語教室に合った初級テキストの活用法
～楽しく、学習者のニーズに合った活動を考えよう～ 日本語学習支援法

（応用編）
8 ほとんど話せない学習者との活動

9 実践活動に向けて 活動に対する疑問や不安の払拭

日本語指導ボランティア研修

【目的】①地域日本語教室等で活動する日本語指導ボランティアの裾野を広げる
②現在活動中の日本語指導ボランティアのスキル向上を図る

【対象】①日本語指導ボランティアに関心があり、地域日本語教室等での活動の意思がある方
②地域日本語教室等で活動中の方
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日本語指導ボランティア研修 人材スキーム

研修受講者

日本語講師

（専門人材）

コーディネータ

（堺市）

日本語指導ボランティアの心得
日本語学習の指導法

堺市や地域日本語教室
の現状

研修の企画・運営
地域日本語教室の課題共有

地域日本語教室 見学

情報提供 ・ 連携
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日本語学習支援者の育成Ⅱ

■形態
1対複数のクラスレッスン。教授者はプロの日本語教師（専門人材）。

また、この場を日本語指導ボランティアの実践研修の場と位置づけ、市内日本語教室から公募で選
出したボランティアが授業に参加し、口頭練習等の手伝いをする。

■「日本語教室」 目的と対象
【目的】日本語学習を必要とする外国人の需要を掘り起こし、地域に溶け込めるよう支援する。
【対象】市内在住・在勤・在学の日本語を母語とせず、日本語能力が入門レベルである成人。

■「日本語指導ボランティア研修」 目的と対象
【目的】授業への参加過程で得たものを所属教室に持ち帰る
【対象】市内日本語教室のボランティアで、所属教室での活動に研修の成果を活かす

意思のある人。

入門レベルのための日本語教室
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事業を通じて、行政とボランティア、ボランティア同士の顔の見える関係作りを進める



入門レベルのための日本語教室 人材スキーム

入門レベルのための
日本語教室

地域
日本語教室

日本語指導
ボランティア

日本語講師
（専門人材）

コーディネータ
（堺市）

日本語指導

企画 ・ 運営

参加

日本語教室の運営

実践研修の提供企画

アシスタント

堺市在住
外国人市民

教室への意見提供

外国人学習者を
地域につなげる

継続学習
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日本語学習支援者の育成Ⅱ

火曜日（コの字型） 金曜日（グループ活動）

『つながるにほんご』
(自己表現の日本語~習得~)

『ばめんのにほんご』
(場面会話)

トピック会話
(自己表現の日本語~実践~)

- 1 初日ガイダンスと簡単な自己紹介

2 1課 はじめまして 3 ｢今日は休みます｣ ｢わたしはこんな人｣

4 2課 目玉焼きが好きです 5 ｢京都までいくらですか｣ ｢私の好きな物｣

6 3課 毎朝、6時半に起きます 7 ｢これをください｣ ｢私の一日｣

8
4課 友達と晩ご飯を食べました

9 ｢レストランは
どこですか｣

｢店｣

10
5課 一緒に見に行きませんか

11 ｢電車の中に忘れ物を
しました｣

交流会

12 6課 買い物に行きました 13 ｢どうしましたか｣ ｢買い物｣

14 7課 ベトナムに住んでいます 15 発表会 ｢家族｣ / 修了式

入門レベルのための日本語教室

【目的】日本語学習を必要とする外国人の需要を掘り起こし、地域に溶け込めるよう支援する。
【対象】市内在住・在勤・在学の日本語を母語とせず、日本語能力が入門レベルである成人。
【カリキュラム】

11



日本語学習支援者の育成Ⅱ

「つながるにほんご（自己表現の日本語~習得~）」

【教授者（専門人材）】
・テキストの内容を学習者に理解させる
・口頭練習及び練習の指示をする

【アシスタント（学習支援者）】
・学習者の練習相手・練習補助
・授業についていけていない学習者のサポート

★入門期の学習者への
接し方を学ぶ

・プロの日本語教師の授業を
観察して学ぶ

・学習者の表情や反応を観察
して学ぶ

・学習者の練習相手やサポー
トを通じて学ぶ

入門レベルのための日本語教室（火曜日）
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日本語学習支援者の育成Ⅱ

「ばめんのにほんご（場面会話）」

【教授者（専門人材）】
・学習者がテキストの内容を理解して

いるか確認し、全体練習

【アシスタント（学習支援者）】
・ロールモデルの演者
・学習者の練習相手・練習補助

★場面会話のやり方や練習
方法、効果を知る

・実際にロールプレイを行い、
やり方を学ぶ。

・学習者との口頭練習を通じ
て、練習する際の注意点を
学ぶ。

入門レベルのための日本語教室（金曜日前半）
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日本語学習支援者の育成Ⅱ

「トピック会話（対話型活動、自己表現の日本語~実践~）」

【教授者（専門人材）】
・テーマ提示及び全体コーディネート

【アシスタント（学習支援者）】
・グループの進行役となり、全体で

活動できるよう目配り

★対話型活動の方法を知る
★入門期の学習者への接し方
を実践

・「やさしい日本語」や非言語コ
ミュニケーションを実践する。

・学習者の言いたいことを先取
りせず、「待つ」姿勢を学ぶ。

・グループ全体で話せるような
進行方法を学ぶ。

入門レベルのための日本語教室（金曜日後半）
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15

成果と今後の課題
成果 課題 今後

事業全体

さまざまな事業を通じて、
地域日本語教室と顔の見
える関係を構築できた。

個々の教室が抱える課
題を話し合う機会がほとん
どない。

堺市の施策や事業を地
域日本語教室全体に発信
する機会を持てていない。

個々の教室や市域全体
の課題を共有し、解決して
いくために、地域日本語教
室との意見交換会を開催
予定。

日本語学習支援者育成
・日本語指導

ボランティア研修
・入門レベルのための

日本語教室

専門人材と連携して研修
の企画・運営を実施してき
たことにより、人材育成の
道筋が描けてきた。

「入門レベルのための日
本語教室」で行っている1
対複数の指導法の周知や
活用促進の取り組みが不
十分。

1対複数の活動法につい
て研修会を開催予定。研
修時には、「入門レベルの
ための日本語教室」のア
シスタント活動についても
案内予定。

日本語学習支援
・入門レベルのための

日本語教室

専門人材との連携により、
より有効な授業内容や指
導法を構築できている。

日本語指導ボランティア
との連携により、市主催日
本語教室から地域や地域
日本語教室にスムーズに
つなぐことができている。

採用している指導法や
授業形態が特殊であるこ
とから、専門人材の確保
が難しく、教室の安定運営
に不安がある。
- - - - - - - - - - - - - - - - - -

行政内部との連携による
事業展開が不十分。

今年度より、専門人材を
現在の2名から4名に増や
し、教室の安定運営に向
けて取り組みを進めてい
る。
- - - - - - - - - - - - - - - - - -

「ごみの出し方講座」、
「防災訓練」など、行政内
部との連携により実施可
能な事業を現在のカリキュ
ラムに組み込むことを検
討中。


